
　令和５年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）　 山形南高等学校

達成度　　Ａ：達成できた（８割以上）　　Ｂ：ほぼ達成できた（６～７割）　　Ｃ：あまり達成できなかった（４～５割）　　Ｄ：達成できなかった（３割以下）　　

学校関係者評価

達成状況 達成度 成果○と課題● 意見・要望・評価

①コミュニケーショ
ンを大切にした学校
経営を推進するとと
もに、生徒理解を基
底に据えた教育活動
を展開する。

・面接週間を適時設定し、生徒理解を深めるために生徒とのコミュニケーション
を図るきっかけをつくる。（教務）
・生徒１人１台端末の個別最適な学び・協働的な学びに関わる利活用をさらに推
進していく。（総合企画）
・面談週間、ホームルーム活動の活用、職員間のコミュニケーションを通し、生
徒理解と生活実態の把握に努め、充実した学校生活を送れるよう配慮する。（１
年・２年・３年）

・計画に従い１・2年生は3回、3年生は2回の面談週間を設定
し、面談を実施した。（教務）
・生徒１人１台端末の各教科における個別最適な学びや各教
科および総合的な探究の時間における協働的な学びに関わる
利活用がさらに進んでいる。（総合企画）
・面談週間を予定通り実施し生徒理解に努めた（１年）
・面接週間で３回、その他、必要に応じて面接を行い生徒理
解に努めた。面接週間の短縮授業は大変有効であった。（２
年）
・概ね達成できた。（３年）

Ｂ

○時期を捉えて、生徒の学習・生活状況など生徒理解に努
め、助言を行った。（教務）
〇緊急時（臨時休校など）における授業配信については、各
教科担当者の端末で各科目ごとに作成されたClassroomにより
配信する体制の整備が進められた。（総合企画）
〇学校全体としてGoogle Workspaceの利活用が一層進んだ。
（総合企画）
●学習に役立つアプリに関する情報をさらに集め、検討する
必要が出てきている。（総合企画）
〇面談週間だけではなく、適宜担任が二者面談を行い、生徒
理解に努めた。（１年）
●２学期期末試験後からの欠席増加に歯止めがかけられな
かった。（３年）

・学校評価アンケート（保護者）の回答数が２割減ってい
る。Googleフォームを利用すれば回答しやすい環境が期待さ
れるが、個人情報の流出等を懸念した方もいたのではない
か。また、さくら連絡網だけでなくＧメール等にも同時に送
信されるようにするとよいのではないか。そのためには、Ｐ
ＴＡ総会等で、さくら連絡網の機能やログイン方法等につい
て説明することが重要である。
・他との連携も大事だが、意見を聞きすぎると「南高らし
さ」がなくなるので、確固たる信念を持ってほしい。その考
えを支援していきたい。
・学校評価アンケートについて、教員と生徒の回答数が増加
していることは評価できる。保護者の回答数が減少したこと
については、「学校への信頼度が高い」からと評価してはい
かがか。

・勤務時間外の面談を減らすために日程調整等を工夫する。（教務）
・最後まで「学校に登校する」ことが原理・原則であることを、保護者
に周知徹底する。（３年）
・学校評価アンケート（保護者）の依頼・集約方法を工夫し、より多く
の方々に回答していただけるようにする。（教頭）

②学級減に伴う教員
定数の減少、海外研
修旅行の実施など、
学校変革期における
体制の整備と対応を
万全に図る。

・校務支援システムを有効活用し、教員の校務軽減に努める。（教務）
・２年次の研修旅行の行き先が関西方面となるため、「台湾学」に限定しない総
合的な探究の時間における探究活動をサポートする。（総合企画）

・e教務を活用し、出欠処理や成績処理、諸証明書等の作成を
行った。（教務）
・２年次の総合的な探究の時間においては、テーマを「台湾
学」に限定せず、生徒個人の興味関心に従って個人あるいは
グループでの探究を進め、発表会を実施することができた。
（総合企画） Ｂ

○テータ処理担当者と入力時期を定め、入力漏れを無くし
た。（教務）
●入力データの照合の整理が必要。（教務）
〇生徒個人の興味関心に沿った探究活動を実施したことで、
「やらされ感」を軽減することができた。また、自己評価
ルーブリックの結果から、総合的な探究の時間による取り組
みで生徒たちは９つの「南高力」が伸びたと実感しているこ
とが伺われた。（総合企画）
〇２つの班（３人の２年生）が外部の大会でそれぞれの探究
活動を発表することができた。（総合企画）

・今後、高校入試の方法の変更が予定されていると聞く。貴
校の教育活動が充実するような運用を期待したい。

・作業を整理し、業務軽減に努める。（教務）

③ニューノーマル時
代における新たな学
びに対応し、さらに
教職員の「働き方改
革」を推進するとと
もに、ＰＴＡや後援
会、同窓会等、外部
団体との連携を密に
しながら学校の活性
化を図る。

・研究授業や授業見学週間を通じて、他教科の実践や一人１台端末を活用した授
業を参観することで教員のＩＣＴ活用能力を高める。（教務）
・保護者と協同してＰＴＡ広報紙を発行したり、保護者のＰＴＡ行事への積極的
参加を促すなど、保護者との連携を推進する。（総務）
・同窓会事務局との情報共有に努める。（総務）
・学年ＰＴＡ・学級懇談会・保護者対象の講演会を開催し、連携を強化する。
（１年・２年）

・研究授業や授業見学週間、学級閉鎖時のオンライン授業を
実施した。（教務）
・ＰＴＡ広報誌「南高だより」は、コロナ前のように編集会
議も行われ予定通り年2回発行できた。ＰＴＡ行事も再開され
つつあり総会の出席率も６割を超え、保護者との連携を図る
ことができた。（総務）
・学年ＰＴＡ・保護者対象の講演会は開催したが感染症拡大
の影響で学級懇談会は多くのクラスが１回にとどまった。
（１年）
・7月に理数科のクラス懇談会、１２月に文系合同懇談会、理
系合同懇談会を行い、家庭と学校との情報を交換し連携を深
めた。（２年）

Ｂ

○一人１台端末の活用場面が増えている。（教務）
●更なる利用改善を進めていきたい。（教務）
●ＰＴＡ活動の機会が減少していたり働き方改革もあり、今
後のＰＴＡ活動の在り方について検討していく必要がある。
（総務）
●感染症拡大等の影響から、保護者懇談会等を計画しても開
催できない状況が続いた。保護者とのコミュニケーションの
機会を増やすよう努めていきたい。（１年）
●クラス懇談会やＰＴＡ役員会を実施して、保護者とのコ
ミュニケーションの場を確保する。（２年）

・時間外在校等時間の月平均が80時間を超える先生がいる
が、主な原因は部活動指導と考えてよいか。
・スクールポリシーについては、掲げただけではなかなか生
徒・保護者に浸透しない。先生方の人事異動等もあると思わ
れるため、各年度で職員間でしっかり共有したうえで、様々
な場面で広報するようお願いしたい。今後どのように学校が
変わっていくのか注目している。

・ＩＣＴの活用を推進し、授業や業務を効率的に実施できるようにす
る。（教務）
・ＰＴＡ活動の在り方について模索する。（総務）
・保護者とのコミュニケーションの場を増やす。（１年）
・ＰＴＡ役員をはじめとした保護者との情報交換の場を確保する。（２
年）
・７月と12月の２回の三者面談前を目安に、クラス懇談会を実施できる
ようにする。（３年）

④主体的に学習に取
り組む態度を育成
し、授業第一主義及
びタイムマネジメン
トを徹底させなが
ら、学力の向上を図
る。

・授業変更を行い、可能な限り自習をなくすことで授業で学ぶ環境をつくる。
（教務）
・年間・月別行事予定を提示し、見通しをもって計画的に学習に取り組めるよう
にする。（教務）
・教科ごとに校内研究授業を実施し、生徒の学習意欲向上や主体的に学習に取り
組む姿勢の醸成について研究する。（教務）
・Googleカレンダー等を活用したスケジュール管理について、教員間でも活用や
指導に関するノウハウの目線合わせを行う。（総合企画）
・授業第一主義及びタイムマネジメントを徹底させながら、主体的に学習に取り
組む態度を育成し、平日は一日150分、休日は一日240分以上の家庭学習時間を習
慣化するよう指導する。（１年）
・授業第一主義及びタイムマネジメントの徹底のもと、１人１台端末を活用しな
がら、予習、復習、課題に取り組ませ、平日は一日150分、休日は270分の家庭学
習時間を習慣化するよう指導する。（２年）
・授業第一主義のもと、タイムマネジメントを徹底させながら、予習、復習、課
題に取り組ませ、部活動引退後は、平日270分、休日８時間以上の家庭学習時間を
習慣化させる。（３年）
・学習時間調査・成績分析・面談を行うとともに、教科担任・部活動顧問・家庭
との連携を密にし、一人ひとりの生活実態を把握しながら、効果的な学習指導を
行う。（１年・２年）
・成績上位者の学習意欲を喚起し、学習リーダーとしての自覚を持たせ、自己実
現への強い意志を育てるため添削指導を行う。（１年）

・先生方の協力のもと、自習を極力減らし、生徒の学びにつ
なげることができた。（教務）
・予定の提示を行った。（教務）
・各教科で研究授業を実施した。（教務）
・Googleカレンダー等を活用したスケジュール管理アプリを
校務や授業に活用している教員もいるが、全体として活用の
ノウハウの目線合わせまでは行う機会がなかった。（総合企
画）
・最低限の予習や課題への取り組みは見られた。授業の中で
考えようとする姿勢はかなり身についてきている。（理数）
・進路課通信を通して学習時間調査の結果を伝えながら意識
の高揚を図った。しかし、目標の時間までには到達できてい
ない生徒が多かった。また家庭学習の習慣を身に着けること
ができていない生徒がいる。（１年）
・成績上位者５９名に添削指導を行っている。ほとんどの生
徒が積極的に取り組んでおり、少しずつ力をつけてきてい
る。（１年）
・１年次と比べると、スマホの時間が９分減り、３教科総合
の平均が７分増えたが、５教科総合平均は増えていない。家
庭学習の時間確保ができていない。また、教科別では数学の
みが増え、国語と英語は減ってしまった。取り組みやすい教
科に偏った勉強をしている。（２年）
・長期休業終了直前に課題提出サポートを行ったり、赤点保
有者との面談を行ったりして、学習する習慣を身に付けさせ
る指導を行った。（２年）
・学習時間について数値的には届かない時期もあったが概ね
達成できた。（３年）

Ｂ

○バランスに配慮した授業変更を行うことが出来た。（教
務）
●数少ない機会ではあるが研究授業を通じて本校の授業スタ
イルを考える機会にしていく。（教務）
○２学年の総合的な探究の時間においては、授業の予定や内
容、見通しを共有するツールとしてGoogleカレンダーを有効
活用した。（総合企画）
●Googleカレンダー等を活用したスケジュール管理アプリに
ついて教員間の目線合わせができればよいが、学び合いをす
る時間的な余裕がなく終わってしまった。（総合企画）
〇授業の中で考える姿勢が見える。（理数）
●予習、復習にかける時間を増加させる。（理数）
●いかに目標学習時間に近づけるか。（１年）
〇面談週間だけではなく、適宜担任が二者面談を行い、生徒
理解に努めた。（１年）
●受験生という自覚を高めさせ、自主的に家庭学習時間を確
保できるようにさせる。（２年）

・学校評価アンケートの「授業内容」の項目で満足している
と回答している生徒が前年比－7.8％になっている点が気にな
る。また、学校評価アンケートの「授業レベル」の項目で、
適正であると回答している保護者も前年比－4.3％になってい
る。職員間で話題にして、学校全体として改善の取り組みを
行っていく必要があると思う。
・学習指導の充実によって、大学進学の成果が上がることを
期待しています。

・適切な授業変更の実施。（教務）
・研究授業を充実させていく。（教務）
・Googleカレンダー等を活用したスケジュール管理について、教員間で
も活用や指導に関するノウハウの目線合わせを行う。（総企）
・平日150分、休日240分の学習時間をいかに確保するか。（１年）
・受験に対応できる家庭学習時間をいかに確保するか。（２年）
・学習時間の確保のため、生活リズムの確立、隙間時間の活用を勧め
る。(理数)

⑤文章や情報を正確
に読み解く力を養
い、主体的、対話的
で深い学びを通し
て、思考力・判断
力・表現力を養成
し、発表の機会、場
の設定などに配慮す
る。

・研究授業や授業見学週間を活用し、他教科の指導からも学び、より質の高い指
導力を身に付ける。（教務）
・校内読書感想文コンクールを実施し、表現力の向上を図り、上位コンクールで
の入賞を目指す。（教務）
・総合的な探究の時間の運営をサポートしながら発表活動の機会を設け、探究的
な学びに対する主体的・対話的な学びを継続的に促す。（総合企画）
・大学入学共通テストを見据えて、文章や情報を正確に読み解く力を高め、国
語・数学の記述力および英語の四技能を意識した授業を実践する。（１年）
・「知識、技能」「思考力、判断力、表現力」「主体性、多様性、協働性」の観
点を意識した授業を実践し、大学入試で求められる知識・技能の変化を意識し、
継続的に新しい学力を身に付けさせる。（２年）

・授業見学週間を計画し、他教科も含めて見学できる体制を
とった。（教務）
・１、２年生徒対象で読書感想文作成に取り組んだが、上位
入賞等はなかった。（教務）
・１・２年生における総合的な探究の時間の運営をサポート
し、生徒一人一台端末によるGoogle Workspaceを活用した学
びを推進した。また、探究活動に関する外部講師によるセミ
ナーや発表会を実施した。（総合企画）
・３年生課題研究発表会（英語）、２年生理数探究中間発表
会、山形県探究型学習課題研究発表会参加、校内最終研究発
表会を実施した。（理数）
・各教科の授業において、共通テストを意識した授業を行っ
た。（１年）
・各教科担当者の努力により、ＩＣＴを活用したりグループ
学習をしたりして主体的な学びを実践している。（２年）

Ｂ

●授業等で忙しく、十分な見学ができておらず、改善が必
要。（教務）
〇総合的な探究の時間による取り組みは、情報分析力や主体
的・対話的深い学び、思考力、表現力等９つの「南高力」に
関わる能力を伸ばすことに繋がっている。（総合企画）
〇研究過程、発表を通し、思考力・判断力・表現力がある程
度高めることができた。研究発表会研究発表を重ねるごとに
表現力に磨きがかけられた。（理数）

・ＩＣＴ等デジタル機器は必須の時代であるが、私は「ＩＣ
Ｔの活用＝学力の向上」には絶対にならないと思う。是非、
「南高らしい本物の体験」も同時に模索して欲しい。

・授業見学週間の実施の仕方を検討する。（教務）
・探究活動において、情報分析力や思考力、自主的・対話的な学びを継
続的に促す。（総企）

⑥新教育課程におけ
る「総合的な探究の
時間」の課題探究実
践、観点別評価につ
いての研究をさらに
深める。また、個々
の教師が身に付けた
知識・技能に加え、
求められる知識・技
能が変わっていくこ
とを意識し、継続的
に新しい知識・技能
を学び続けていく姿
勢を保つ。

・各教科で前年度の評価結果を検証し、観点別評価が、教師の指導改善及び生徒
の学習改善につながるようにしていく。（教務）
・総合的な探究の時間におけて、地域課題の解決を含む生徒それぞれの興味関心
に沿う探究活動を促し、より主体的に「南高力」を身につける機会とする。（総
合企画）
・総合的な探究の時間並びに研修旅行を活用し、次代のリーダーに求められるグ
ローカルな視点とコミュニケーション能力を養う。（１年・２年）

・各教科で前年度実施担当者と情報共有し、よりよい観点別
評価になるように努めた。（教務）
・教員全体で総合的な探究の時間に関わる体制が整い、それ
ぞれの教員が令和４年度末に受講した「探究活動および観点
別評価について」の職員研修会で得た知識を生徒のサポート
や評価に繋げていった。（総合企画）
・ほとんどの生徒が意欲的に取り組んでいた。（１年）
・難関大添削（対象者は５０名程度）を５月から国数英の３
教科、１月からは理科も実施した。（２年）

Ｂ

○観点別評価実施2年目で各教科とも理解と工夫に取り組んで
いる最中であり、生徒の成長につながるよう今後の取り組み
に期待したい。（教務）
〇今年度も職員研修会として観点別評価について教員の目線
合わせを行うことができた。（総合企画）
●探究活動における教員の役割や効果的なサポートの仕方に
ついての職員研修会は設けることができなかった。（総合企
画）
●継続して添削を提出できなかった生徒がいる。上位層が薄
いため、これ以上難関大志望者を減らさない工夫が必要であ
る。（２年）

・現在、多くの大学において、入学後の学習パフォーマンス
が最も高いのは、推薦入試で合格した学生だと言われてい
る。これは、大学で何を学びたいのかが明確で、入学後も意
欲が維持または増大するからである。一方、最も入学後の学
習パフォーマンスが低いのは後期一般入試で不本意ながら合
格した学生である。従って、高校時代に、生徒自身が何に興
味があり何を学んでいきたいかを明確にしていく活動を支援
することがとても大切である。この支援は、塾では難しい。
高校の先生方に期待したい。
・「総合的な探究の時間」の探究成果を発表できる全国的な
コンテストに積極的に参加させると良い。

・観点別評価の適切な実施に向けて、職員間の共通理解を促す。（教
務）
・本校にふさわしい探究活動の在り方を引き続き模索しながら、教員の
役割や効果的なサポートの仕方についての職員研修会を設ける。（総
企）
・理数探究の内容充実に向け、指導方法の研究を進める。(理数)

次年度
の課題

学
習
指
導
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　令和５年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）　 山形南高等学校

達成度　　Ａ：達成できた（８割以上）　　Ｂ：ほぼ達成できた（６～７割）　　Ｃ：あまり達成できなかった（４～５割）　　Ｄ：達成できなかった（３割以下）　　

学校関係者評価

達成状況 達成度 成果○と課題● 意見・要望・評価

次年度
の課題

NO 項目 重点目標 具体的方策・指標・基準等
自己評価

⑦確かな学力を基盤
としながら、情報
化・グローバル化な
ど変化の激しい時代
に求められる資質・
能力を育成する。

・変化の激しい時代における社会課題を総合的な探究の時間を通して考えさせな
がら、生徒１人１台端末によるGoogle Workspace活用のスキルを高めつつ、グ
ローバル化についてより深い思考を促す。（総合企画）
・外部模試による学習状況の分析とともに、個人の学力と学習の点検、確認を行
わせ、弱点の補強と学力の向上に努めさせ、全国での学年平均点偏差値60以上、
且つ65以上の生徒60名以上を目指す。（１年）
・長期休業中の国語・数学・英語の講習を実施し、実践的な学力の向上を図る。
（１年）
・高大接続改革を踏まえ、Google for Education等を活用し、生徒自身の主体的
な学びや人間的な成長を促し、大学で学ぶ力や社会で生きる力を伸ばす。（２
年）
・平常講習や蔵王学習合宿を実施し、志望校合格に向けた盤石な学力を確立し、
最後まで粘り強く努力する態度を育成する。（３年）

・総合的な探究の時間を通して、社会の様々な問題について
思考する力を伸ばし、外部の方からの講話によって、情報
化・グローバル化による変化の激しい時代と日本を取り巻く
状況について学んだ。（総合企画）
・２年生対象に「県工業技術センター研修」、「山形大学理
学部訪問」を実施した。（理数）
・模擬試験を活用しながら現状把握と学習意識の高揚を図っ
てきたが、数値目標を達成できなかった。（１年）
・総合的な探究の時間や模試の目標設定、進路研究などで
Google for Education等活用した。（２年）

Ｂ

〇１年生は台湾留学サポートセンターによるグローバルセミ
ナーを受講し、台湾を中心とする世界の情勢について学ん
だ。（総合企画）
〇１・２年生は総合的な探究の時間に今年度初めて設けた
「外務省高校講座」によって、現在外務省の第一線で活躍す
る山形県出身の方から講話ならびにワークショップを実施し
ていただき、世界について考える貴重な機会となった。（総
合企画）
〇実物を見、生で説明を聞くことは生徒に大きな感動を与え
る。これがきっかけで自然科学への関心が一層高まった生徒
が多い。山形研修は理数科の行事として、今後も継続する。
（理数）
●ＩＣＴを使うことが目的ではなく、使うメリット・デメ
リットや目的を明確化し活用する必要がある。（２年）
○蔵王学習合宿へ参加した生徒は充実感を持って取り組むこ
とができた。（３年）
●冬季講習への参加者が少なく担当教員に申し訳ない状況で

・京都に、「総合的な探究の時間」を活用して各先生方の専
門性を活かしたゼミを開講している私立高校がある。授業よ
りも為になり深く学べるため、生徒の大学での学びやキャリ
ア教育にもつながっている。先生方にとって無理と無駄がな
く、専門性も発揮できる理想的な「総合的な探究の時間」の
スタイルであると思うので参考にして欲しい。

・今後も継続して、外部の方々と連携しながら、情報化・グローバル化
の時代に求められる資質や能力について学び、視野を広げる。（総企）

⑧広い視野と高い志
を育成し、国公立大
学や難関大学への挑
戦意欲を喚起しなが
ら、生徒一人一人の
自己実現に向けた
キャリア教育を推進
する。

・個々の進路目標に沿った指導を行い、国公立大合格150名以上、難関大学・医学
部医学科合格20名以上を目指す。（進路）
・大学入学共通テストにおいては、900点満点中600点以上の平均点獲得を目指
す。（進路）
・「1年職業講話」「各学年進路講演会」などを実施し、意識の高揚に努める。
（進路）
・希望者に対し、「医師体験」「看護師体験」「理学療法士・作業療法士体験」
などに積極的に参加する。（進路）
・総合的な探究の時間において「社会と自分との関り」について考えを深めさせ
ることで、将来の進路やキャリアについて自分の興味関心や特性を活かしながら
より幅広く考えられるようにする。（総合企画）
・個別面談を通して、生徒一人ひとりの進路目標や適性を踏まえ、適切な文系・
理系のコース選択の指導を行う。（１年）

・大学入学共通テストにおいては、学年総合559.2点（62.
１%）、文系55１.4点（6１.3%）、理系563.9点（63.3%）の平
均点を獲得できた。（進路）
・「１年職業講話」「各学年進路講演会」を予定通り実施す
ることができた。（進路）
・「医師体験」、「看護師体験」には希望者が参加したが、
「理学療法士・作業療法士体験」には希望者がいなかった。
（進路）
・山形大学理学部での高大連携実験講座を１年生は３回、２
年生は２回実施した。（理数）
・進路適性検査、文理選択希望調査を基に二者面談を通して
適正な文理選択の結果となった。（１年）

Ｂ

〇最後の最後まで粘り強い生徒の取り組みと教員の指導によ
り、県内でも上位の結果を残すことができた。（進路）
〇時期に合わせた、効果的な講演会等を行うことができた。
（進路）
●「医師体験」等へ希望する生徒が参加できるよう、広報に
努める必要がある。（進路）
〇実験することの意義や条件設定の重要性など課題研究につ
ながるポイントを学ばせることができた。（理数）
〇上記の「山形研修」の一つとして山形大学（理学部）研究
室訪問（８月）として２年生で実施する。（理数）

・キャリア教育は非常に大切だと思う。高校１年生の段階か
ら、今後も様々な講話や体験活動に触れさせることにより、
各自の進路に対する意識を高める取り組みをお願いしたい。

・多様化する大学入試に関する情報を収集・発信し、生徒の進路目標実
現に向けての支えとなるよう指導を行う。（進路）
・進路目標実現に向けて、授業や講習・模試等を通じ、生徒に必要な力
を身につけさせるよう指導する。特に大学入学共通テストから個別試験
へとつながる成績が取れるよう、指導を行う。（進路）
・難関大学や医学科へ挑戦していくよう、難関大セミナーや医進塾への
積極的な参加を促し、動機づけを強化していく。(進路)
・進路学習の一環として、大学生を招いた大学生活に関する講義を開催
する。（１年）

⑨高大接続改革への
万全な対応と、県内
大学等との連携充実
を図る。

・大学入学共通テスト等、新しい大学入試制度への対応について、引きつづき研
究を進め、必要な職員向け研修会にも参加する。（進路）
・県教委「地元大学進学促進セミナ－」への参加を積極的に促す。（進路）
・高大接続改革を見据え、Google Workspaceを活用し、生徒のキャリア育成に資
するとともに、情報化・グローバル化など変化の激しい時代に対応すべく最新の
改革動向を踏まえ適切に対応する。（１年）

・大学入学共通テスト等への研究会等へ参加し情報の収集に
努めた。また東北・山形両大学との「県大学入試研究会」に
積極的に参加し、情報を共有した。（進路）
・県教委「地元大学進学促進セミナ－」へは１年生１名が参
加したが、2・3年生からの参加者はなかった。（進路）
・グローバルスタディーズプログラムに77名参加し新しい時
代に対応する人材を育成する（１年）

Ｂ

●令和7年度大学入学共通テストへの「情報」の取扱いが次第
に見えてくる中で、3年次における対応を早急に研究し、対策
を考える。合わせて、新課程入試へも引き続き対応してい
く。（進路）
●地元大学の魅力について、引き続き発信していく必要があ
る。（進路）
●グローバルスタディーズプログラムの生徒募集の負担が大
きい。（１年）

・グローバルスタディーズプログラムのような機会が複数回
あると良かったと思う。

・大学入学共通テストを含む大学入試に関するさらなる情報収集と研究
及び令和７年度大学入学共通テストに向けた「情報」に対する３年次の
対応・対策と新課程入試の研究を進める。(進路)
・地元大学に限らず、各大学の魅力について、様々な場や手段を活用し
て発信していく。（進路）

⑩自治的な生徒会活
動と活発な部活動を
奨励しながら情熱や
粘り強さを涵養し、
多様性の理解を促し
ながら自他を尊重し
あう集団づくりを行
う。

・本校部活動方針に基づき、各種大会での上位入賞・全国大会出場（30名以上）
を目指す。働き方改革プランを踏まえ、合理的、効果的、効率的な活動を追求
し、学習との調和に努める。（生徒）
・自主的、積極的な生徒会活動を実践させ、互いに尊重、協力する姿勢と自他の
命を大切にする心を育てる。（生徒）
・部活動や生徒会活動への積極的参加を促し、自主自律の精神を育てる。（１
年）
・部活動や生徒会活動において中核となる自覚を促し、自主自律の精神を持って
活動できるようにする。（２年）
・最高学年として部活動や生徒会活動に積極的に取り組ませることで、情熱や粘
り強さを涵養し、多様性の理解を促しながら自他を尊重し合う集団作りを行う。
（３年）

・インターハイに、団体でバドミントン部など個人種目も含
めてのべ22名が出場。全国選抜大会に卓球部など１１名、JOC
全国大会にレスリング部が７名、国体に６名、合計46名の生
徒が全国大会で活躍した。全国文芸コンクールでは、優良賞
を獲得。全日本写真展で銀賞受賞。全国高総文祭には、文芸
部・写真部・囲碁部が参加。全国囲碁選手権と合わせて１0名
の生徒が出場し、活躍することができた。（生徒）
・学校祭では４年ぶりとなる飲食を伴う一般招待を行うこと
ができた。各種生徒会行事は、コロナ禍前と同じように開催
でき、自主的な活動が行えた。（生徒）
・多くの生徒が部活動に積極的に取り組んだ。（１年）
・生徒会長選に３名が立候補するなど、生徒会執行部希望者
が多かった。新執行部を立ち上げ、『蕾功（らいこう）』を
スローガンに活動している。部活動については、積極的に取
り組んでいる生徒が多く、東北大会等に多数出場し活躍し
た。（２年）
・概ね達成できた。（３年）

Ｂ

○コロナ禍の下での南高祭、クラスマッチなどの取組みや、
ごみ箱の改良などは、チーム意識を向上させ「誇り」を高
め、自主的、積極的な生徒会活動により責任感と協調性が身
についた。（生徒）
〇生徒会、各種委員会で、生徒会報「コバルト」を通じて広
報しながら活動することができた。（生徒）
〇部活動においては、文武両道で頑張る生徒達と、熱心な顧
問の先生方のご指導の下、すばらしい活躍ができた。（生
徒）
●本校の部活動方針のもと、熱心な各部顧問の指導を、より
合理的、効果的、効率的な活動につなげられるように研究し
ていく必要がある。（生徒）
〇運動部・文化部共に数多くの生徒が東北・全国の舞台で活
躍してくれた。（３年）
〇完全開催の南高祭を生徒会・実行委員会を中心に成功させ
ることができた。（３年）

・働き方改革が求められているなかで、部活動において多く
の成果を上げていることに敬意を表したい。野球部、バス
ケットボール部、バレーボール部等の団体競技にも期待した
い。
・部活動の練習方法等についての様々な情報がインターネッ
ト上にあふれているので、より生徒が主体的に練習内容など
を工夫しながら考案して取り組めるようにすると良い。
・朝に交通指導をしていると、挨拶をしてくる南高生に出会
う。

・外部指導者を活用しながら、働き方改革を踏まえたよりよい部活動指
導を実践していく。（生徒）
・部活動を３年間にわたって継続するために、学習とのバランスをと
る。（１年）
・進路目標達成にも良い影響があるため、学校行事や部活動で完全燃焼
させる。（３年）

⑪学校全体でいじめ
防止に取り組むとと
もに、読書やボラン
ティア活動を奨励
し、道徳心や公共心
を醸成する。

・図書委員研修や委員による広報活動を行い、図書館利用の促進を図り、読書活
動を促し公共心を育成する。（教務）
・校内読書感想文コンクールを実施し、読書の奨励を図る。（教務）
・「いじめ・非行をなくそう」県民運動を踏まえ、生徒会によるスローガン等を
作成しながら、生徒の自主的な企画及び運営による活動を促進する。（生徒）
・生徒会や部活動、クラス単位、有志団体でのボランティアに取り組み、地域や
社会の中で交流する場を積極的に設け、奉仕の精神や道徳心を育む。（生徒）
・「我等の心得」に則り、自ら考え、南高生としての自覚と誇りを持ち、責任あ
る行動がとれるよう指導する。（１年）

・図書館だより等の広報活動や読書感想文コンクールを行
い、読書への動機付けを行った。（教務）
・有志によるボランティアサークルが立ち上がり、自主的・
積極的な活動を行った。（生徒）
・地元町内会と連携を図り、学校周辺の除雪に、クラス単位
で取り組んでいる。（生徒）
・地域でのボランティア活動を行う生徒が、増えてきた。
・「いじめ・非行をなくそう」スローガンを作成し、本校い
じめ防止基本方針とともに生徒へ周知しながら未然防止を図
ることができた。（生徒）
・「我らの心得」の理解が不十分であり、自律的に行動でき
ていないところがある。（１年）

Ｂ

○総貸出冊数が昨年度よりも増加するなど引き続き読書の奨
励を図っていきたい。（教務）
○部活動単位やクラス単位だけでなく、自主的にサークルを
立ち上げボランティア活動を行う生徒も出てきているので、
大切に育てていきたい。（生徒）
○いじめを察知した段階で組織的（小委員会）に対応するこ
とができた。（生徒）
〇本校いじめ防止基本方針を教職員、生徒、保護者へ周知
し、いじめの防止等に取り組んだ。（生徒）
●生徒間のつながりによる自治的・自律的な南高生となるた
めの生徒会、委員会などの活性化。（１年）

・山形市と連携して、公民館行事などに参加し、子どもや高
齢者を支援しながら、一緒に行事に参加するといったボラン
ティア活動を行っている有志がいるとのこと。大変素晴らし
い活動だと思います。・ＳＣにつながったいじめの重大事案
はない。ただし、主訴はいじめではないと言いながら、教室
内での悪ふざけについて、受けている側としては苦痛である
と訴える生徒が数人いる。先生方と連絡を密にし、機敏に対
応していただいており、組織的な対応が機能している。
・高校生のスマホの使用時間が長くなっていることは、今や
普通のことだと認識しなければならない。ＳＮＳの利用モラ
ル等については、学校と保護者が連携して指導していかなけ
ればならない。
・様々な事案が発生するのは当たり前のこと。大事なのは、
高校時代に様々な体験や失敗をして豊かな人間になること。
・学校評価アンケートを見ると、生徒指導について、教職員
と生徒・保護者の評価に差があるようなので、改善が必要で
はないか。

・読書を奨励し、道徳心や公共心を醸成する。（教務）
・地域等でボランティア活動を行っている生徒に対し、支援及び広報活
動を充実していく。（進路）
・自治的・自律的な南高生を育てるために、生徒間の連帯を促し、生徒
会及び委員会等を活性化させる。（１年）

⑫自己肯定感を高め
るとともに、自己管
理能力の養成と教育
相談の充実により、
生徒の心身の健康保
持に努める。

・非行行為の皆無、いじめや盗難のない安心・安全な学校環境づくりのために、
「我等の心得」に則り、南高生としての自覚と誇りを持ち、自主的で自律した活
動を奨励する。（生徒）
・様々な生徒に対し、養護教諭やＳＣと協力、連携しながら生徒指導を行う。
（生徒）
・面接週間やホームルーム活動を活用し、生徒理解と生活実態の把握に努め、早
期に学校生活に適応できるよう配慮する。（１年）
・自己管理能力を高め、基本的生活習慣を確立し、自他を尊重し高めあう集団を
育成する。（１年）
・「我等の心得」に則り、南高生としての自覚と誇りを持ちながら、多様性を理
解し自他を認め合う集団を目指し、１年生の模範となるよう努める。（２年）

・交通事故件数は現時点で１6件。大きな事故にはなっていな
いが今後も0件を目指す。（生徒）
・不登校傾向、配慮が必要な生徒との生徒間のトラブルに対
して、担任、学年、養護教諭、SC等連携しながら対応でき
た。（生徒）
・面談週間だけではなく、適宜担任が二者面談を行い、生徒
理解に努めた。（１年）
・基本的な生活習慣はおおむねできているが、スマホの使用
時間が長かったり、身の回りの私物の整理整頓ができなかっ
たりと自己管理（自律）できていない生徒が若干いる。（１
年）
・２年生となり、南高生としての自覚が少しずつ出てきた。
（２年）

Ｂ

〇保健室にこまめに足を運びながら生徒に関する情報共有を
図った。（生徒）
●学校周辺での更なる交通マナーの向上。（生徒）
○６月の面談週間は短縮授業にしたため、時間が確保できよ
かった。（１年）

・ＳＣとして生徒・保護者に対するカウンセリングを行って
いる。南高生のほんの一部ではあるが、以下のような生徒も
存在する。気分不調が続き教室に入れない、学習・部活動が
本人のキャパを超えている、能力はあるが人間関係を上手く
構築できない、適応困難、起立性調節障害、睡眠・生活リズ
ムの乱れ、ＳＮＳトラブル、性意識のずれ等。保護者から
は、心療内科等専門機関受診の必要性について尋ねられるこ
とが多い。かなり多様性が出てきている。

・自転車利用時のヘルメット着用についての指導（生徒）
・生徒会活動等を通して、学校周辺での交通マナーの向上を図る。（生
徒）
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　令和５年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）　 山形南高等学校

達成度　　Ａ：達成できた（８割以上）　　Ｂ：ほぼ達成できた（６～７割）　　Ｃ：あまり達成できなかった（４～５割）　　Ｄ：達成できなかった（３割以下）　　

学校関係者評価

達成状況 達成度 成果○と課題● 意見・要望・評価

次年度
の課題

NO 項目 重点目標 具体的方策・指標・基準等
自己評価

⑬新型コロナウイル
ス感染等、感染拡大
防止に向けた取組み
や事故の未然防止、
事故等発生時におけ
る的確な対応など、
安全教育・安全管理
の取組を推進する。

・感染症対策に関する通知に従い、適切な授業計画及び運営を行う。（教務）
・「さくら連絡網：健康チェック」の活用により、生徒の健康状態を把握して感
染症等を未然防止する。また、手指消毒、手洗い、消毒、教室の換気、うがい等
を励行する。（保健）
・校内外の点検等により学校事故の根絶、安全点検の徹底を図る。（保健）
・定期的に安全点検を行い、事務室と連携し、危険個所を修繕する。（総務）
・新型コロナウイルス感染症対策や事故の未然防止に努め、事故発生時における
的確な対応など、安全教育を推進する。（１年）
・周囲への配慮と、健康の自己管理、維持・増進に努めさせる。（１年）
・持ち物の自己管理、登下校の安全指導と自転車の運転マナーの指導を徹底す
る。（１年）
・新型コロナウィルス感染症等の対策や事故の未然防止に努め、様々なリスクに
ついて注意を促し、安全教育を推進する。（２年）
・持ち物の自己管理、登下校の安全指導と自転車の運転マナーの指導を徹底す
る。（２年）
・新型コロナ感染等の拡大防止に向けた取り組みを徹底して、健康管理、維持・
増進に努めさせる。（３年）
・持ち物の自己管理、登下校の安全指導と自転車の運転マナーの指導を徹底す
る。（３年）

・学級閉鎖が起こったクラスがあるものの、大幅な授業計画
の変更はなかった。（教務）
・感染症対策として「さくら連絡網：健康チェック」を活
用、各掃除箇所に「消毒グッズ」を設置。（保健）
・熱中症対策としてAED講習会や各部へ熱中症計配布、また保
健だより等により、大きな学校事故を防ぐことはできた。
（保健）
・定期的に安全点検を行い、危険個所の修繕については、速
やかに技能員に確認してもらい対応している。（総務）
・感染拡大防止のため日々マスク着用、うがい、手洗いを呼
びかけたが、７月にコロナ感染、１１月にインフルエンザ感
染が拡大し多くのクラスが学級閉鎖になってしまった。（１
年）
・自転車による事故が多数発生した。（２年）
・概ね達成できた。（３年）

Ｂ

○学級閉鎖時には適宜オンライン授業を行い、学習機会の継
続を図った。（教務）
〇感染症対策として、各掃除場所へ消毒グッズや消毒液の設
置により対策ができた。また、保健委員により放送等で感染
拡大防止の呼び掛けを実施した。（保健）
○昨年と比較してAED講習の職員参加率が高く、安全対策向上
がみられた。（保健）
●さくら連絡網「健康チェック」の生徒への実施徹底、感染
予防行動の実施と意識の向上（保健）
●設備が古くなって根本的な改修が必要な部分が増えてい
る。（総務）
●新型コロナウィルスの５類移行後の対応。マスク着用の徹
底。（１年）
●自転車事故ゼロにするための生徒会、委員会の活動と、教
員の注意喚起の継続（２年）
○紛失・盗難もなく、大きな事故等もなかった。（３年）

・南高生の自転車に乗るスピードがものすごく、夜には非常
に危険であると感じている。バスが乗客を降ろすために道路
脇に駐車しているところを、道路の中央側をものすごいス
ピードで追い越していく生徒を見ると本当に危ないと思う。
安全指導を徹底して欲しい。
・学校祭の後、コロナ感染により休業したことがあったが、
それは生徒たちがぶつかり合って密接になった証拠である。
このような世の中で、せめて高校では自由にのびのびとして
逞しい生徒に育って欲しいと思うので、やりたいことをガン
ガンやって欲しい。ＯＢとしては、世間の言葉が何か出てき
たら、もみ消す努力をしますので、先生方は安心してくださ
い。今後も期待しています。
・来年度、山形県が自転車用のヘルメット利用を後押しする
ようだが、南高としてどのように取り組むつもりか。
・今年度は、熱中症対策で体育祭が中止になった。日常的に
暑さに慣れるような体力づくりや運動に取り組むことで逞し
い体をつくり、中止を回避できれば良いと思う。

・オンラインによる授業の効果的な実施について研究する。（教務）
・さくら連絡網「健康チェック」の利活用について見直ししていく。
（保健）
・コロナ、インフルエンザ等の感染拡大を防ぐために、マスク着用、う
がい、手洗い等を徹底させる。（１年）
・自転車事故防止に向けて指導を強化する。（２年）

⑭校舎内外の清掃・
美化を徹底するとと
もに、学習環境の整
備を図る。

・ゴミを持ち込まない・持ち帰る指導を徹底し、安全で清潔な環境づくりを進め
る。（保健）
・毎日の清掃指導と点検、清掃強調週間による徹底を図る。（保健）
・事務室と連携を図りながら、校内諸施設・備品の整備・充実を図る。（総務）
・教室等の環境整備を徹底して、学習に集中できる清潔な環境づくりに努めさせ
る。（１年・２年）

・各学年での指導により、HR教室や廊下はきれいな状態を保
つことができた。（保健）
・事務室と連携を図り校内の施設・備品の整備を適宜行っ
た。（総務）
・担任団で統一して教室・廊下の整理整頓を呼びかけた。
（１年）
・教室や廊下、ロッカーの上の整理整頓は良くなってきてい
るが、まだ、自主的な取り組みになっていない。（２年）

Ｂ

〇ごみの分別は、今年度瓶缶を各階教室棟の指定場所にゴミ
箱設置によりある程度成果はあった。（保健）
●各教室廊下の整理整頓を徹底させることが今後の課題。
（保健）
●自分たちで整理整頓、環境美化に努める自主的な活動を促
したい。（１年）
●教材等への記名の徹底させたい。（２年）

・生徒自身が主体的に整理整頓、環境美化に努められるよう、自主的な
活動を促す。（１年）

⑮積極的な情報発信
と学校評価活動によ
る開かれた学校づく
りに努める。

・学校説明会及び中学校における学校紹介を行い、入学希望者に対して適切な広
報活動を行う。（教務）
・南高ブログの管理を適切に行う。（総務）
・「さくら連絡網」の活用や学年通信の発行を通して生徒の学校生活と各種情報
を提供し、保護者との連携を密にする。（１年）
・学年ＰＴＡ・学級懇談会・保護者対象の講演会を開催し、連携を強化する。
（１年）
・必要に応じて保護者面談・三者面談・家庭訪問を実施する。（１年）
・学年通信の発行を通して生徒の学校生活と各種情報を提供し、保護者との連携
を密にする。（２年）

・学校説明会及び中学校を訪問しての学校説明を行った。
（教務）
・南高ブログの管理を適切に行うと共に、昨年度より回数は
減ったものの更新を適宜行った。(総務）
・「学校案内」の中に理数科情報をコンパクトにまとめた
り、学校説明会（中学生向け）では、理数科主任、理数科代
表の生徒が本校を志望する中学生向けに直接ＰＲできた。２
年生理数探究発表を代表１グループが行った。（理数）
・担任中心に必要に応じて保護者面談・三者面談を実施し生
徒理解に努めることができた。しかし学年通信は年に１０号
にとどまり学校での生徒の様子を詳しく伝えることができな
かった。（１年）
・１月末時点で学年通信を３８号発行し、学校での生徒の様
子や各種情報を保護者と共有した。（２年）

Ｂ

○多くの生徒の協力を得て行うことができ、中学生に南高を
知ってもらう良い機会となった。（教務）
○南高ブログを適宜更新しタイムリーに情報を発信すること
ができた（総務）
〇南高理数科の特徴や魅力を発信できた。また、生徒の研究
発表はわかりやすく好評であった。（理数）
●行事のたびにタイムリーな情報発信ができなかった。（理
数）
●学年通信を発行して学校での生徒の様子を保護者に伝える
ことで、学校と保護者の共通理解を図る。（１年）

・中学生は、進学したい高校についてＨＰやブログ等で主体
的にどんどん調べている。南高生の活躍については、みんな
興味を持ってみている。今後も、南高生の活躍について、こ
まめに広報していただきたい。
・コロナ以前は、気候の会議室をお借りして東原第４地区自
治会総会を開催し、避難場所の確認も実施していた。学校と
地域のつながり、震災対策等の観点から、再び貸していただ
けるよう検討いただきたい。

・南高の特徴が伝わる学校説明会を実施する。（生徒）
・校内のバリアフリー化を進める。（保健）
・多目的トイレの設置を検討する。（保健）
・学年通信を発行して学校における生徒の様子を保護者に伝えること
で、学校と保護者の共通理解を図る。（１年）
・ＨＰにおいて理数科の行事等を積極的に発信していく。(理数)

そ
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